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福岡県香春町議会

３月定例会３月定例会
主な内容

日時▶令和８年７月11日土　午前10時から
場所▶町民センター ２階

第14回 議員と語ろう会を開催
テーマに分かれて意見交換をします。
みなさんの参加をお待ちしています。
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質　疑

総務文教常任委員会委員長報告（要約）

85億円 否決から可決へ
町長より提出された議案第19号香春町一般会計当初予算が、令和８年３月議会第１回定例会の最終
日である13日（金）に行われた採決の結果、否決されました。その後、19日（木）に開催された
第２回臨時会で、再度、町長より当初予算の修正案が提出され、可決されました。
可決されるまでの審議内容をお知らせします。

町長より提出された議案第19号香春町一般会計当初予算が、令和８年３月議会第１回定例会の最終
日である13日（金）に行われた採決の結果、否決されました。その後、19日（木）に開催された
第２回臨時会で、再度、町長より当初予算の修正案が提出され、可決されました。
可決されるまでの審議内容をお知らせします。

第１回定例会
３月５日（木）

議案上程
町長と財政担当課長から議案の内容説明を受け、議員からの質疑を行い
ました。

賛成少数で否決　　賛成５人　反対７人採決結果

３月13日（金）
委員長報告 総務文教常任委員会委員長が連合審査の結果を含めて報告しました。

３月６日（金）
　～11日（水）

委員会審査
総務文教常任委員会と厚生建設産業常任委員会で、所管する課の審査を
行いました。

議案第19号「一般会計予算」は、両委員会で慎重審査を行い、可決しました。総務文教常任委員
会では、中学生国際交流事業に対し、生徒に国際的な視野を広げる機会を提供する事業の意義は
認めるが、参加者負担金の見直しや世界情勢を踏まえた行先の選定などの意見が出されました。
町に安心して参加できる計画を立てるように要望します。

常任委員会に付託

令和８年度当初予算 

　議員　経常収支比率が令和４年度は
89％、令和５年度は91％と財政の
弾力性がなくなってきている。今後
の見込みは。

　町　令和６年度は90.6％、令和７年
度の決算見込みで93.2％、令和８年
度の予算で94.3％。人件費の抑制や
事業の統廃合等に取り組んでいく。

　議員　中学生国際交流海外派遣事業
費が計上されているが、行先、派遣
人数、選考方法は。

　町　台湾で、生徒12名と引率４名程
度を予定。一次選考で作文、二次選
考で面接を行い、意欲など様々な観
点で決めていく予定。

　議員　投資的経費が約19億円で、
前年比が約130％増となっているが、
主な内容は。

　町　旧香春小学校の子育て拠点整備
事業の約７億3678万円などのハード
事業によるもの。
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質　疑

第２回臨時会
３月19日（木）

議案上程
否決されたため、町長から当初予算の修正案が提出され、議案の内容説明を
受け、議員からの質疑を行いました。

討　論

反対
当初予算85億円と増額しているなか、
子育て支援施設や旧香春中学校の除
却工事のハード事業に予算が投じら
れている。住民サービスや子ども達
への教育費などのソフト事業に予算
を使ってほしい。
国際交流事業は必要な事業であり、
当事業のみを廃止し、全体的な予算
の見直しが行われなかったため、反
対する。

賛成
今回の予算は、議会が要望してきた、
かわらくバスの土曜日実証運行、タ
クシー利用助成券、敬老会行事助成
金の増額、ごみステーション整備補
助などが計上され、実を結んだ結果
である。
かわらっこパーク整備は、最大限に
質の高いものをつくってほしいと議
会から要望してきたことであり、賛
成する。

賛成
子育て支援施設は、令和３年３月か
ら住民とのワークショップを通じて
積み上げたものであり、議会も設計
や工事費、請負契約など、責任を持
って可決し、後押しをしてきた。
旧香春中学校の除却は、単費では困
難であったが、有利な起債が使える
今こそ行うべきであり、議会が求め
ている企業誘致を促進するためにも、
賛成する。

賛成多数で可決　　賛成７人　反対５人採決結果

町からの説明（要約）

町は、議会の判断を真摯に受けとめ、予算の内容を一部修正しました。
審査の経過は、総務文教常任委員会及び厚生建設産業常任委員会に付託され、慎重審査の結果、
両委員会において可決でした。総務文教常任委員会委員長の報告で、中学生国際交流事業に対し、
イランへの軍事攻撃が開始されるなど、社会情勢が急激に不安定化している状況を踏まえ、安全
確保に対する懸念が示され、事業実施には、慎重にあるべきとの意見をいただきました。
この意見を重く受けとめ、予算の修正案は、当該事業費の698万円を削除し、その他の事業は、
委員会審査で可決いただいていること、委員長報告の後、議員からの質疑もないことから、町と
しては、必要な事業であると判断し、引き続き、計上しています。

山下　剛 議員 鈴木　良一 議員三村　信也 議員

【第２回臨時会】　議案第31号　令和８年度一般会計予算 可決
否決

結果

【第１回定例会】　議案第19号　令和８年度一般会計予算

採決結果とその賛否 ○：賛成　×：反対　ー：議長は採決に加わらない

議　案　名
（議案名は一部省略しています）
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　議員　数年後には単年度収支が赤字
になる推計が出ている。今の予算編
成のままで、再び財政再建団体に転
落する恐れはないのか。

　町　経常収支比率は90％台と上昇
傾向にあるが、人件費や扶助費の増
で、全国的に同様の傾向。財政シミ
ュレーションをしており、直ちに危
険な状態ではない。

　議員　中学生国際交流事業を廃止す
る修正案だが、この事業だけを廃止
した理由は。

　町　委員長報告や質疑で、当事業に
対する要望しかなく、委員長報告に
あった安全確保などの要望に対し検
討した結果、議会から求められる要
望に応えられないとし、当事業を廃
止とした。

　議員　旧香春小学校の子育て支援施
設整備事業に約７億3678万円計上
しており、１箇所に費用をかけすぎ
ていないか。

　町　ワークショップで町民の声を積
み上げた結果、整備している。補助
金、ふるさと納税、過疎債などが財
源で、過疎債の返済は、４年目から
12年目までで、当町の実質的な負担
は年間360万円程度である。
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当初予算はこうして決まる
～議会の審議の流れと議員の役割を知ろう～

このページでは、当初予算を例に、議会の審議の流れを説明します。
P２・P３に掲載している第１回定例会と第２回臨時会の内容とあわせてご覧ください。

①提　出
▶町は、11月頃から各課で当初予算の作成を始めます。
▶町長・副町長・財政部局が、全体予算額・新規事業の有無・事業評
　価などの観点から、各課の予算を審査します。
▶２月までに予算案を完成させ、３月議会に提出します。
▶議員は事前に配付された議案書を確認し、問題点や論点を整理します。

②議案上程
▶町から議会の招集が行われ、当初予算が議案として提出されます。
▶町長から予算の概要を説明し、財政担当課長から補足説明を行います。

③質　疑
▶議員が予算内容の不明点や課題を明らかにするため、質問を行います。
▶当町議会では、３回まで質問できるようになっています。

④委員会審査
▶総務文教常任員会と厚生建設産業常任委員会に分かれて、福祉・教
　育・建設など、分野ごとに詳しく審査します。
▶議員は、細かく事業内容をチェックし、必要に応じて見直しを求め
　ることができます。
▶委員会でも賛成・反対の採決を行います。
▶委員長を除く５名の委員で採決を行い、３名以上の賛成で可決とな
　ります。
▶当町は２つの委員会に分かれて審査するので、各委員会の経過や問
　題点などを確認するための連合審査を行います。

⑤委員長報告
▶連合審査や採決の結果を含めて、議場で審査内容を報告します。
▶議員は委員長報告に対し、質疑することができます。

⑥討　論
▶議員が、賛成・反対の立場から意見を表明します。
　他の議員や町民に向けて自分の考え方を説明できる場です。

⑦採　決
▶議員が、賛成・反対の最終判断をします。
▶議長を除く12名で採決を行い、７名以上の賛成で可決となります。

採決結果で、可決　または　否決

どのように見直しを求めるの
要件はありますが、議員の権限
として、①予算の一部を増額や
減額する修正案を提出する方法
②今後の対応に関する要望を意
思表明するため、附帯決議を提
出する方法があります。

当初予算ってなに
町の１年間の収入と支出を見積
もることで、福祉・教育・建設
など、どのような行政サービス
を行うかを計画した予算です。

議案上程とは
議会で条例案や予算案などの議
案を正式に審議対象として会議
にかける手続きのこと。この手
続きによって、審議が始まりま
す。

ここがポイント

当町議会は、議員間の申し合わ
せにより、討論を省略していま
した。令和８年第２回臨時会か
らは、どのような理由で反対・
賛成するのかを町民に対しても
明確に説明する必要があるとし
て討論を行うこととなりました。

反省ポイント

議会の審議の流れ　　①提出➡②議案上程➡③質疑➡④委員会審査➡⑤委員長報告➡⑥討論➡⑦採決
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当町議会における適正な議員定数及び議員報酬並びに議会改革の
調査研究をすること

発議第２号　議会改革特別委員会設置にかかる決議

目　的

（１）議員定数に関する調査
（２）議員報酬に関する調査
（３）議会ＤＸ推進に関する調査

調査事項

12人（議長を除く全議員）委員定数

３月13日に議員提出議案である特別委員会設置の決議が可決され、委員長及び
副委員長を互選しました。今後は３点の調査を進めていきます。

さらなる議会改革へ　特別委員会設置

発議第１号　委員会条例の一部改正
町の課設置条例の改正に伴い、常任委員会で
審査する課を改正。

原案可決

固定資産評価審査委員会
委員の任命

同　意

任期は３年間

令和８年４月１日～
　　令和11年３月31日

かわむら　　ひで　き

河村　秀樹 氏
（前村区）

再

前回に引き続き、重責を担うことと
なりました。議員の皆さんとともに、
取り組んでいきます。

総務文教常任委員会
・総務課
・総合政策課
・地域振興課
・人権同和推進課
・教育課
・会計室

厚生建設産業常任委員会
・税務住民課
・福祉課
・保険健康課
・建設課
・住宅水道課
・農林振興課

山下　剛　委員長
山下委員長のもと、しっかりと学び
ながら務めてまいります。

永松　伸一　副委員長

ＤＸとは
デジタル技術を活用し、仕事の
やり方や暮らしを便利なものに
変えること。
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まちへ

自動車の運転免許を持っていない70歳
以上の町民を対象に、15,000円分の
利用助成券を交付。利用できるタクシ
ー会社は、田川構内自動車のみ。令和
９年２月26日（金）までに申請が必要
で、３月末まで利用可能。

Q令和７年度の申請者は約290人と
　聞いたが、利用者を増やす方法を考
　えているか。　
A運転免許証を持っていない方の統計
　データはないため、令和７年度と令
　和８年度の実績がでたときに、支援
　を必要とする人数が把握できると考
　えている。制度の周知は、引き続き
　行う。

750万円
タクシー利用助成券

町内全域で利用できるAIオンデマンド
バスのかわらくバス３台の運行経費。
５月から土曜日の実証運行を開始する。

Q予約した人に到着をお知らせするこ
　とはできないか。　
A現システムにお知らせする機能はな
　い。また、コールセンターや運転手
　からの電話連絡も業務の流れを考え
　ると困難。

2,450万円
土曜日の実証運行を開始

議会情報はこちらから

審議結果を KCHE C総合計画を
KCH E C

３月定例
令和８年３月議会は、３月３日（火）から
13日（金）までの11日間開催。議案・発
議等33件は、32件を原案のとおり可決し、
１件を否決しました。否決された議案「令
和８年度一般会計予算」は、町が修正を
行い、3月19日（木）の第２回臨時会で
可決しました。

予算総額は歳入歳出それぞれ85億7,731万円
（対前年比6億5,993万円増）であり、主な増
加要因は子育ての拠点整備事業及び旧香春中学
校除却工事に係る経費の増によるものです。
当初予算を、第５次香春町総合計画の３つの基
本目標「暮らしを守る」「人を育む」「社会を
つくる」に区分し紹介します。

令和８年度一般会当初予算の概要

詳しくは、総合政策課▶
（☎32-8408）

詳しくは、総合政策課▶
（☎32-8408）

見本
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便利で快適な

予算は、第５次香春町総合計画の３つの基本目標

暮らしを守る

ごみステーションの適正管理を促進す
るため、ごみ箱・ネットの新規購入や
修繕を行う場合、経費の２分の１を補
助。新規の上限額は５万円、修繕や不
法投棄対策の防犯カメラ設置費用など
の上限額は3万円。事前に申請が必要。

50万円

ごみステーションの
整備に補助

かわらくバスの10人乗り３台のうち、
１台を小型の車両に更新予定。乗り降
りなど、利便性を実証実験する。

Q納期の見込みは。　
A年度内に納車できるよう、事務手続
　きを進める。

Q更新で不要となる10人乗り１台の
　使い道は。　
A老朽化した公用車と入れ替えて使用
　する。

348万円
かわらくバス車両更新

総合運動公園のテニスコート改修工事、
野球場下の法面伐採工事、公園内の法
面防草シート設置工事を実施予定。

1,617万円
運動公園の適正管理に

老朽化した第６分団格納庫の建て替え
工事を実施予定。

5,817万円
消防団格納庫を更新

改修を行うテニスコート

詳しくは、税務住民課▶
（☎32-8400）

新規
議会からの要望で実現
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問
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答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

しい子どもを育むまちへ

家事・育児等に対して不安や負担を抱
えた子育て家庭や妊産婦等がいる家庭
に、町が委託した事業所より訪問支援
員を派遣。

Q学校など関係機関と連携して取り組
　んではどうか。
A学校の不登校支援に、こども家庭セ
　ンターの職員も関わっている。学　
　校・行政・民間が連携し、家庭への
　支援を行う。

114万円

子育て世帯
訪問支援事業

保護者の就労状況に関わらず、保育所
等に通っていない生後６か月から満３歳
未満の子どもを時間単位で預かる乳児
等通園支援事業（子ども誰でも通園制
度）を採銅所保育所で実施。

Q申し込み方法は。
A窓口で申請した後は、国のシステム
　を活用し、予約を行う。

30万円
子育て家庭を支援

令和８年４月開所の子育て支援施設か
ぱるの運営事業費。子育て支援センタ
ー、こども家庭センター、地域子育て
相談機関の３つの機能を統合。

742万円
子育て拠点「かぱる」開所

旧香春小学校のグラウンド部分に整備
する子ども広場や賑わい創出施設の工
事費を計上。

７億167万円

かわらっこパークの
オープンに向けて

新規 拡大

詳しくは、福祉課（☎32-8415）詳しくは、福祉課（☎32-8415）

令和９年春オープン予定気軽にお越しください
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臨
時
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会

特
別
委
員
会
設
置

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

健やかでたくま人を育む

地区公民館等で実施される敬老行事に
対する助成金を、物価高騰の影響によ
り、１人あたり1,500円から2,000円に
増額。

653万円

敬老行事で
地域のつながりを

母子手帳の申請時から１歳の誕生月ま
で、香春産米を活用した金芽米５㎏を
毎月自宅にお届け。

794万円

妊娠中から
食生活応援プロジェクト

給食センターの調理室など、水銀灯が
使用されている箇所を優先に、照明を
LED化する更新工事を実施予定。

920万円
安全な給食の提供を

国の起債事業を活用し、旧香春中学校
除却工事を実施予定。事業費の90％を
起債、残りの10％を町が負担。なお、
起債90％のうち、50％が国から交付
税として保障される。

３億2,758万円
新たな活用に向けて

詳しくは、保険健康課▶
（☎32-84０1）詳しくは、保険健康課（☎32-8401）

拡大
議会からの要望で実現

起債とは
自治体の借金であり、道路や公共施
設などの建設事業に必要な資金を、
国や金融機関から借り入れること。

いつまでも元気に

金芽米とは

「亜糊粉層」と呼ば
れる、栄養が詰まっ
た層を残して精米し
たお米の総称。

あ　こ　ふんそう
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臨
時
議
会

議
会
の
仕
組
み

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

産業が育つまちへ

農作物の鳥獣被害防止対策や狩猟資格
者の増加を行うため、集落支援員制度
を活用し、現場経験が豊富な人材を確
保。地域全体が一体となって取り組め
るよう推進。

Q集落支援員の具体的な業務内容は。
A防護柵の設置方法など、集落への説
　明や実演を行い、地域全体で取り組
　む気運や意識を高めていただく。

510万円

農作物
被害防止対策事業

86万円
捕獲報酬を増額

採銅所コミュニティ協議会に続いて設
立された勾金コミュニティ協議会や中
津原コミュニティ協議会の３団体に対
し、自主的な活動を支援するため、１
団体の上限を80万円として補助。

240万円
新たな協議会が誕生

当町への移住を検討している方に、日
常生活を体験できる住宅を準備し、移
住定住を促進。その住宅の管理運営を
委託。

537万円
お試し居住事業

拡大新規

詳しくは、地域振興課（☎32-8413）

議会からの要望で実現

鳥獣害防止対策協議会に補助を行い、
捕獲報酬を1,000円増額し、イノシシ・
シカの成獣で１万円、幼獣で4,000円。
狩猟免許取得の補助は、新規取得で上
限３万円、更新で上限１万円。

お試し居住で生活体験

勾金コミュニティ協議会のメンバー
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臨
時
議
会

特
別
委
員
会
設
置

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

資源を活かした社会をつくる

熱中症対策として、体育センター２階
を改修し、空調設備を設置する環境整
備を行う予定。

Q交流の場として、どのような活用が
　できるか調査研究してほしいが。
A先進地の管理や活用方法を勉強して
　いきたい。

631万円
町民体育館の整備に

地区公民館の空調を新規に設置する場
合や交換する場合、上限を50万円とし、
経費の４分の３を補助。

Q申請件数が多い場合の対応は。
A予算内で優先順位を付けて補助する。

350万円
公民館の空調整備に

10月18日（日）に式典を開催予定。
元プロ野球選手の山本昌氏の記念講演
などを行う計画。

356万円
合併70周年記念事業

プレミアム率30％の商品券、5,000冊
を８月頃から申込開始予定。5,000冊
のうち2,000冊はデジタル商品券とし
て販売。

1,000万円
お得な商品券を販売

新規

詳しくは、教育課（☎32-8410）

詳しくは、地域振興課（☎32-8413）

デジタル商品券
イメージ

香春町
デジタル商品券

¥5,000¥5,000

整備予定の体育センター２階
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問問

問

問

問

問

香
春
分
遣
所
（
消
防
救
急
）
の
町
外
移
転

町
　
長

　
町
民
の
不
利
益
に
な
る
と
考
え
て
い
な
い

　み　むら　　しん　や

三村　信也　議員

現在の香春町高野から
予定地の大任町今任原へ

臨
時
議
会

議
会
の
仕
組
み

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

  

全
て
の
児
童
生
徒
に

 

目
を
向
け
た
学
校
へ
 

　
　
不
登
校
及
び
兆
候
が
あ
る
児

　
　
童
生
徒
数
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長 

　
本
年
１
月
末
時
点
の
不
登
校

（
年
間
30
日
以
上
欠
席
）
者
数
は

32
名
で
、
前
年
同
期
比
で
26
名

（
44
％
）
減
少
。
不
登
校
兆
候

（
15
日
以
上
30
日
未
満
欠
席
）
は

約
６
割
減
少
。

　
　
前
年
度
と
比
較
し
、
成
果
が

　
　
見
ら
れ
る
。
そ
の
分
析
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
現
場
の
教
職
員
に
加
え
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
等
が
連
携
し
、
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
地
道
な
対

応
が
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。

 

旧
香
春
小
の
発
展
を
 

　
　
福
祉
や
教
育
に
専
門
性
を
持

　
　
つ
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
学
校
法
人

と
協
働
し
、
多
様
な
学
び
の
選
択

肢
を
こ
の
地
に
つ
く
る
考
え
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
Ｒ
８
年
度
に
予
定
し
て
い
る
施

設
２
階
カ
ワ
ラ
ボ
の
指
定
管
理
者

の
公
募
に
際
し
、
新
た
な
視
点
を

設
け
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

 

香
春
分
遣
所
（
消
防
救

 

急
拠
点
）
が
町
外
へ
 

　
　
分
遣
所
の
移
転
は
、
現
地
点

　
　
か
ら
町
外
予
定
地
ま
で
最
短

道
路
で
３
・
６
㎞
遠
ざ
か
る
。
緊

急
車
両
が
最
高
時
速
80
㎞
で
走
行

し
て
も
３
分
以
上
の
遅
れ
が
生
じ

る
。
３
分
以
上
の
遅
れ
は
、
特
に

乳
幼
児
や
高
齢
者
の
救
命
率
低
下

に
な
り
か
ね
な
い
。
移
設
後
か
ら

今
後
何
十
年
も
、
未
来
の
世
代
に

こ
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る

が
、
町
民
に
十
分
な
説
明
を
行
っ

た
か
。
町
民
不
在
で
移
設
が
決
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

■答　
鶴
我
町
長

　
田
川
地
区
消
防
組
合
の
総
合
的

な
判
断
で
あ
り
、
消
防
組
合
全
体

で
、
田
川
市
郡
全
域
を
補
完
す
る
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
田
川
広
域
で
の
事
業
で
、
組
合

が
今
後
説
明
会
を
行
う
と
聞
い
て

い
る
。
ま
ず
は
組
合
の
住
民
説
明

会
で
十
分
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

緊
急
出
動
到
着
時
間
が
極
端
に
変

わ
ら
ぬ
よ
う
、
新
庁
舎
を
当
町
か

ら
離
れ
な
い
場
所
へ
お
願
い
し
た
。

　
　
情
報
公
開
請
求
し
て
入
手
し

　
　
た
文
書
で
は
、
何
度
か
協
議

を
し
た
上
で
、
町
と
し
て
候
補
地

を
提
示
し
た
結
果
、
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
。
Ｒ
６
年
７
月
１
日
の

消
防
組
合
か
ら
の
回
答
に
対
し
、

町
と
し
て
再
交
渉
を
要
望
し
た
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
結
果
的
に
は
延
長
さ
れ
た
が
、

Ｒ
７
年
度
終
了
の
補
助
金
を
活
用

す
る
た
め
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が

あ
り
、
再
交
渉
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
町
外
移
転
は
、
町
民
の
生
命

　
　
と
財
産
を
守
る
観
点
で
マ
イ

ナ
ス
で
し
か
な
い
が
。

■答　
鶴
我
町
長

　
移
転
に
よ
る
到
着
時
間
の
差
を

一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
移
転

が
完
全
に
町
民
の
不
利
益
に
な
る

と
思
っ
て
い
な
い
。

町政を問う「一般質問」とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政
全般について疑問点をただし、報告や説明を求めること
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算

一
般
質
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要
望
書
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答

卒
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式
・
入
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式

傍
聴
者
の
声

問 問

問問

問問

問

町
　
長

　
町
外
運
行
ま
だ
・
土
曜
日
運
行
か
ら

おおつぼ　　まつ　お

大坪　松雄　議員

武雄市こども図書館

 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

 

創
生
総
合
戦
略
を
問
う

　
　
か
わ
ら
く
バ
ス
の
町
外
運
行

　
　
は
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る

が
、
町
長
の
考
え
を
。

■答　
鶴
我
町
長

　
土
曜
日
運
行
か
ら
始
め
て
、
今

後
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
検
証
す
る
。

　
　
香
春
れ
ん
げ
米
を
町
の
特
産

　
　
米
と
し
て
販
売
し
て
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長
　

　
環
境
面
や
技
術
面
の
検
証
を
し

て
い
る
段
階
。
付
加
価
値
を
付
け

て
販
売
し
た
い
が
、
米
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
安
い
米
が
売
れ
て
い

る
状
況
も
あ
る
。
引
き
続
き
、
推

奨
し
て
い
き
た
い
。

　
　
移
住
促
進
と
住
環
境
整
備
で

　
　
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
と
あ
る
が
、

今
後
の
方
針
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に
力

を
入
れ
て
推
進
し
て
い
く
。

　
　
子
育
て
支
援
施
設
の
運
営
方

　
　
針
は
。

■答　
森
江
福
祉
課
長
　

　
子
育
て
支
援
施
設
「
か
ぱ
る
」

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
及
び
相
談
機

関
の
３
つ
の
機
能
を
持
つ
。
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
の
終
わ
る
期
間
ま

で
、
伴
走
型
の
サ
ポ
ー
ト
施
設
と

し
て
運
営
を
行
う
。

　
　
地
域
運
営
組
織
だ
け
で
な
く
、

　
　
町
民
全
体
で
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
べ
き
と
思
う
が
、
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
は
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
か
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
自
分
ご
と
と
し
て
地
域
の
こ
と

を
考
え
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合

え
る
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

 

町
に
図
書
館
を

　
　
町
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
、

　
　
か
わ
ら
っ
こ
パ
ー
ク
と
隣
接

し
た
場
所
に
図
書
館
を
造
っ
て
は
。

■答　
鶴
我
町
長
　

　
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
図
書
室
が

あ
る
。

　
　
子
ど
も
達
が
遊
び
な
が
ら
本

　
　
と
出
会
う
学
び
の
一
歩
と
し

て
の
場
所
づ
く
り
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
憩
い
の
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
図
書
館
を
考
え
て
は
。

子
ど
も
達
の
未
来
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
が
。

■答　
鶴
我
町
長
　

　
今
あ
る
公
共
施
設
、
上
水
道
、

農
業
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
相
当
な
経
費

が
か
か
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え

検
討
し
て
い
き
た
い
。

バ
ス
が
町
外
に
行
く
こ
と
を
望
む
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問

問

問

問

問

職
員
倫
理
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
は

総
務
課
長

　
現
在
、
条
例
は
無
い
が
検
討
し
た
い

むらかみ　　ひさとし

村上　寿利　議員

土砂が堆積し、樹木が密生している松本井堰

臨
時
議
会

議
会
の
仕
組
み

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

　
　
公
務
員
の
増
収
賄
事
件
に
関

　
　
す
る
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
が
、
近
隣
自
治
体
に
は
職
員
向

け
の
倫
理
条
例
を
制
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
当
町
で
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
人
材
育
成
基
本
方
針
に
倫
理
や

服
務
を
追
加
し
、
方
針
を
定
め
る

方
法
も
あ
り
、
検
討
す
る
。

■答　
鶴
我
町
長

　
他
町
村
の
動
向
を
把
握
し
、
考

え
て
い
く
。

　
　
あ
る
行
政
区
公
民
館
に
複
数

　
　
の
役
場
管
理
職
員
が
入
っ
て

行
く
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た
。
そ
の

日
時
に
、
公
式
の
会
合
は
な
い
と

地
域
住
民
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
公
務
員
は
、

公
式
で
な
い
飲
食
会
に
出
席
す
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
が
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
地
域
住
民
と
の
交
流
は
必
要
と

思
う
が
、
疑
念
を
抱
か
せ
る
行
為

は
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
倫

理
条
例
の
制
定
も
考
え
て
い
く
。

 

松
本
井
堰
を
可
動
堰
に

　
　
役
場
前
の
松
本
井
堰
付
近
に

　
　
は
、
大
量
の
土
砂
が
堆
積
し
、

樹
木
も
生
い
茂
り
、
井
堰
が
有
る

こ
と
で
河
川
の
流
量
が
低
下
し
て

い
る
。
異
常
気
象
に
伴
う
集
中
豪

雨
が
発
生
し
た
場
合
、
香
春
地
区

は
浸
水
想
定
が
最
大
３
ⅿ
程
に
な

っ
て
い
る
。
堆
積
土
砂
の
掘
削
そ

し
て
井
堰
の
可
動
堰
化
を
。

■答　
新
谷
建
設
課
長

　
伐
採
及
び
浚
渫
は
、
他
の
箇
所

を
含
め
、
治
水
上
の
優
先
度
を
考

慮
し
て
実
施
す
る
と
県
か
ら
回
答

を
受
け
て
い
る
。

■答　
鶴
我
町
長

　
水
稲
用
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

受
益
戸
数
が
現
時
点
で
12
戸
。
工

事
に
は
膨
大
な
経
費
が
見
込
ま
れ
、

県
と
協
議
し
た
経
緯
も
あ
る
が
、

現
時
点
で
答
弁
は
困
難
。

 

香
春
10
山
２
０
２
５

　
　
確
実
な
集
客
が
有
る
と
さ
れ

　
　
る
事
業
で
あ
る
が
、
本
年
度

の
実
績
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
集

客
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、
登
録
者

数
８
９
９
名
の
う
ち
、
実
際
に
山

に
登
っ
た
方
が
６
９
７
名
。

　
　
事
業
費
用
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
登
山
道
の
維
持
管
理
費
、
踏
破

し
た
方
へ
の
商
品
代
、
Ｐ
Ｒ
費
等

を
合
わ
せ
約
１
５
６
万
円
。

町政を問う

と
ざ
ん
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傍
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問問 問

問

問問

問 問問

問 問

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
町
雇
用
で
２
名
体
制
を
確
保

やまおか　　とおる

山岡　徹　議員

香春れんげ米

　
　
勾
金
と
中
津
原
地
域
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
体
制
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に
、
町
が

雇
用
す
る
集
落
支
援
員
１
名
と
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名

を
配
置
し
、
体
制
づ
く
り
を
す
る
。

　
　
運
営
に
対
す
る
町
の
支
援
と

　
　
国
の
交
付
金
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
活
動
資
金
と
し
て
町
単
費
で
年

間
80
万
円
補
助
。
ソ
フ
ト
事
業
に

対
す
る
国
の
交
付
金
は
申
請
中
。

 

地
域
交
通
は

　　
　
利
用
者
１
０
１
人
が
回
答
し

　
　
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
７
割

が
町
外
運
行
を
希
望
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
検
討
は
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
令
和
８
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー
利

用
券
を
増
額
す
る
。
総
合
計
画
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
共
交
通
会
議
な

ど
複
合
的
に
検
討
す
る
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
５
月
か
ら
土
曜
日
運
行
の
実
証

試
験
を
考
え
て
い
る
。

　
　
車
両
を
小
型
化
し
、
台
数
を

　
　
増
や
し
て
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
入
れ
替
え
で
１
台
は
小
型
化
す

る
。
台
数
は
、
１
日
の
乗
車
人
数

や
待
ち
時
間
の
ほ
か
、
財
政
的
な

観
点
を
含
め
考
え
て
い
く
。

 

鳥
獣
被
害
は

　
　
現
在
ま
で
の
捕
獲
頭
数
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長
　

　
２
月
末
現
在
で
合
計
２
５
６
頭
。

内
訳
は
、
イ
ノ
シ
シ
62
頭
、
シ
カ

１
３
０
頭
、
ア
ナ
グ
マ
21
頭
、
ア

ラ
イ
グ
マ
43
頭
。

　
　
捕
獲
目
標
が
令
和
７
年
度
は

　
　
４
７
０
頭
に
対
し
、
令
和
８

年
度
は
２
５
０
頭
に
減
っ
て
い
る
。

捕
獲
数
を
増
や
し
、
被
害
を
減
ら

す
考
え
は
な
い
の
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
ノ
ル
マ
で
は
な
く
、
業
務
改
善

の
指
標
と
し
て
設
定
し
た
数
字
。

　
　
捕
獲
報
償
金
の
増
額
と
狩
猟

　
　
免
許
取
得
の
補
助
増
額
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
令
和
８
年
度
か
ら
増
額
予
定
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
は

　
　
令
和
７
年
度
の
寄
附
金
額
と

　
　
件
数
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
令
和
８
年
１
月
末
現
在
で
、
寄

附
金
額
は
約
５
億
２
千
万
円
、
件

数
は
１
万
８
千
５
０
５
件
。

　
　
ど
の
返
礼
品
が
多
く
出
て
い

　
　
る
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
米
の
価
格
高
騰
の
影
響
で
、
米

が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　
　
返
礼
品
の
数
は
何
品
目
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
１
２
０
８
品
目
。

　
　
寄
附
金
の
総
額
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
２
月
末
時
点
で
、
10
億
８
７
５

０
万
円
。

新
た
な
協
議
会
へ
の
人
的
支
援
は
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問

問

問

問

受
益
者
負
担
の
軽
減
に
支
援
を

町
　
長

　
今
年
度
か
ら
前
に
進
め
る
話
を
構
築
す
る

なが　た　　　　た　いち

永田　太一　議員

臨
時
議
会

議
会
の
仕
組
み

当
初
予
算

一
般
質
問

要
望
書
の
回
答

卒
業
式
・
入
学
式

傍
聴
者
の
声

農地を守ろう

農地の再生支援を

　
　
当
町
に
お
け
る
農
業
従
事
者

　
　
の
減
少
と
高
齢
化
は
深
刻
な

状
況
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
の

耕
作
が
多
く
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
農
業

を
営
む
農
業
従
事
者
数
の
推
移
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長
　

　
２
０
１
５
年
の
農
家
数
は
４
４

９
戸
で
、
２
０
２
０
年
は
３
１
５

戸
で
あ
り
、
５
年
間
で
１
３
４
戸

減
少
。
ま
た
、
３
１
５
戸
の
う
ち

１
１
１
戸
が
自
家
消
費
を
目
的
と

す
る
農
家
で
、
２
０
４
戸
が
販
売

農
家
で
あ
る
。
当
町
の
農
業
従
事

者
の
現
状
は
95
％
が
兼
業
農
家
で

あ
り
、
耕
作
環
境
も
厳
し
く
離
農

も
進
ん
で
い
る
状
況
と
把
握
し
て

い
る
。

　
　
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
と

　
　
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
２
０
１
５
年
の
農
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
は
60
・
６
歳
。
２
０
２

０
年
は
64
・
２
歳
で
、
３
１
５
戸

の
農
家
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
従

事
者
は
85
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
面

積
は
、
令
和
７
年
２
月
末
で
９
・

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
　
耕
作
放
棄
地
は
過
去
５
年
間

　
　
で
増
加
傾
向
に
あ
る
の
か
、

抑
制
で
き
て
い
る
の
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
耕
作
放
棄
地
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
、
山
沿
い
や
変
形
の

農
地
な
ど
、
耕
作
条
件
が
不
利
な

農
地
は
耕
作
放
棄
地
に
な
る
傾
向

が
高
く
、
耕
作
が
し
や
す
い
所
は

地
域
の
担
い
手
が
集
積
し
て
い
た

だ
き
、
抑
制
で
き
て
い
る
状
況
。

　
　
当
町
の
農
地
基
盤
整
備
率
は

　
　
51
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

進
ま
な
い
要
因
の
一
つ
が
、
受
益

者
負
担
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
高

齢
化
が
進
み
、
担
い
手
も
減
少
す

る
な
か
、
農
家
の
方
々
は
負
担
金

を
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
整
備
を

望
ん
で
い
て
も
実
施
に
は
至
ら
ず
、

耕
作
放
棄
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
負
担
割
合
の
軽
減
措
置
や

高
齢
化
が
進
む
地
区
へ
の
特
例
措

置
な
ど
、
町
が
支
援
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
令
和
４

年
度
ま
で
事
業
費
の
３
割
が
受
益

者
負
担
で
あ
っ
た
が
、
令
和
５
年

度
か
ら
２
割
に
軽
減
し
た
。
し
か

し
、
基
盤
整
備
な
ど
事
業
が
大
き

く
な
る
と
、
２
割
で
も
負
担
が
大

き
く
、
町
が
ど
こ
ま
で
負
担
可
能

か
検
証
し
て
い
る
。

■答　
鶴
我
町
長

　
柿
下
の
基
盤
整
備
を
例
に
し
て
、

他
の
地
域
で
も
取
り
組
め
る
よ
う

に
提
案
し
て
い
き
た
い
。
国
や
県

の
補
助
要
件
を
満
た
す
面
積
が
な

い
場
合
も
含
め
、
今
年
度
か
ら
地

域
・
農
協
・
農
業
委
員
会
の
力
を

借
り
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※

そ
の
他
、
香
春
町
を
通
る
基
幹

　
道
路
の
役
割
等
の
質
問
を
し
た
。

町政を問う
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問

町
　
長

　
検
証
し
、
適
切
に
判
断
す
る

しもむら　　かず　こ

下村　和子　議員

補聴器

　
　
私
が
参
加
し
て
い
る
町
の
運

　
　
動
教
室
は
、
介
護
保
険
を
受

け
て
い
な
い
75
歳
以
上
が
対
象
で
、

元
気
な
高
齢
者
が
70
名
く
ら
い
参

加
し
て
い
る
。
そ
の
教
室
で
「
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
」
「
補
聴
器
を
買

い
た
い
が
高
す
ぎ
て
買
え
な
い
」

な
ど
多
く
の
声
を
聞
く
。
加
齢
性

難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に

す
る
が
、
全
国
で
補
聴
器
購
入
の

助
成
制
度
が
あ
る
自
治
体
数
と
県

内
の
状
況
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長
　

　
公
的
な
統
計
情
報
で
は
な
い
が
、

全
国
で
４
５
３
市
町
村
、
福
岡
県

内
で
は
８
市
町
が
助
成
制
度
を
設

け
て
い
る
。

　
　
私
の
調
査
で
は
、
助
成
額
は

　
　
５
万
円
な
ど
自
治
体
で
異
な

る
が
、
当
町
の
で
き
る
範
囲
で
助

成
し
て
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長　

　
高
齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、

運
動
教
室
な
ど
介
護
予
防
事
業
を

重
点
的
に
取
り
組
む
。

　
　
こ
の
補
助
制
度
を
実
施
す
る

　
　
決
断
を
。

■答　
鶴
我
町
長

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
資
す
る
と

考
え
て
お
り
、
検
証
し
適
切
に
判

断
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
検
討
は
い
つ
ま
で
か
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
直
ち
に
検
討
す
る
。

 

狭
い
道
の
対
策
は

　　
　
緊
急
車
両
が
入
ら
な
い
狭
い

　
　
道
の
対
応
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
火
災
時
の
消
火
活
動
で
は
、
田

川
消
防
署
と
消
防
団
が
連
携
し
、

可
能
な
限
り
対
応
が
で
き
て
い
る
。  

タ
ク
シ
ー
助
成
金
は

　
　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
金
の
実

　
　
績
と
事
業
評
価
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
１
月
末
現
在
、
申
請
者
は
２
９

１
人
で
、
こ
の
う
ち
利
用
者
数
は

１
７
２
人
。
使
用
率
は
39
・
８
％
。

　
　
区
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、

　
　
広
報
誌
が
届
か
な
い
多
く
の

高
齢
者
が
い
る
が
、
周
知
は
広
報

誌
だ
け
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
広
報
誌
の
ほ
か
に
、
か
わ
ら
く

バ
ス
の
車
内
や
各
公
共
施
設
で
広

報
し
た
。

　
　
外
出
で
き
る
高
齢
者
は
聞
く

　
　
場
が
あ
る
が
、
本
当
に
必
要

な
高
齢
者
は
知
ら
な
か
っ
た
。
広

報
誌
を
全
町
民
に
等
し
く
届
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
全
町
民
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
が
、
隣
組
を
辞

め
る
き
っ
か
け
と
な
る
懸
念
も
あ

る
。
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

 

空
き
家
対
策
は

　
　
香
春
町
空
家
等
対
策
計
画
は

　
　
す
ば
ら
し
い
。
多
く
の
知
人

か
ら
空
き
家
の
相
談
を
受
け
、
町

に
相
談
す
る
よ
う
言
っ
て
い
る
。

計
画
の
成
果
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い
、

町
の
空
き
家
解
体
補
助
金
を
活
用

し
た
解
体
が
令
和
７
年
度
は
10
件

で
あ
り
、
件
数
は
伸
び
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
の
補
助
を
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その回答内容は？ 要望

子育て支援とスポーツ振興

要望 ▶採銅所保育所の今後の在り方を早
　期に決定し、保護者へ丁寧な説明
　とアンケート調査の実施。

回答 ▶出生数などの動向を踏まえ、令和
　８年度以降の公立保育所あり方検
　討委員会で、保護者アンケートの
　実施を含めて検討。

要望 ▶屋内外の施設整備や活動資金の支
　援により、スポーツクラブかわら
　の活動を充実させ、スポーツ振興
　を図ること。地域おこし協力隊を
　活用し、指導者を確保すること。

回答 ▶必要に応じて施設を改修し、スポ
　ーツクラブかわらに所属する団体
　には、施設使用料の減免など支援
　を継続。地域おこし協力隊の活用
　は、地域のニーズや課題に応じて
　検討。

要望 ▶スポーツフェスタを地域活性化の
　取り組みとして拡充すること。

回答 ▶多くの方が参加できるよう種目や
　開催方法などを考える。

食と農の振興
要望 ▶地域おこし協力隊、集落支援員を

　活用し、特産品の生産に特化した
　農林業の活性化と後継者育成。

回答 ▶令和７年度は道の駅香春で新たに
　集落支援員を任命し、訪問販売の
　充実などに取り組んでいる。令和
　８年度から鳥獣被害防止対策とし
　て集落支援員を任命する計画。
（関連記事Ｐ10）

要望 ▶町全体の農地のほ場整備の推進。

回答 ▶集落説明会で事業の重要性を説明
　し、ほ場整備に係る戸別負担金の
　軽減を検討。

要望 ▶有害鳥獣駆除員の確保と育成のた
　め、駆除報酬単価のさらなる増額。

回答 ▶令和８年度予算で増額を検討。
　（関連記事Ｐ10）

要望 ▶広域の有害鳥獣駆除対策協議会の
　設置。

回答 ▶筑豊地区有害鳥獣捕獲等被害防止
　対策協議会があり、関係市町村と
　情報共有を行う。

▶２月16日に、要望した15項目の回答を町長から
　いただきました。

▶回答内容は、議会活性化検討委員会及び全員協議会で
　情報共有し、引き続き考察を進めていきます。
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施策の実現
再検証 ２月16日 ９月19日 ９～８月 ７月13日

議員と
語ろう会を
実施

要望内容を
協議

町長へ
要望書を提出

町長から
回答書を受取

引き続き
検証 みなさんからの

地域環境とコミュニティ
要望 ▶令和６年９月議会で要望決議した

　「行政区への加入者の減少」「ご
　み集積所の維持管理」「防犯灯の
　電気代負担」の検討状況を議会に
　報告すること。

回答 ▶防犯灯だけでなく、地域のニーズ
　に沿った活動助成金の創設に向け
　て検討。ごみステーションの備品
　購入など、令和８年度予算で検討。
　（関連記事Ｐ７）

要望 ▶地区公民館や民間事業所を含めた
　クーリングシェルターの指定増加。

回答 ▶公民館や民間事業者は、指定基準
　を考えると難しい。

要望 ▶町と議会で防災イベントの実施。
　（学習会、講演会、体験ブース、
　防災グッズ展示）

回答 ▶議会も含めたイベントの実施にむ
　けて検討。

高齢者支援
要望 ▶AIオンデマンドバスの運行見直し。

　①土曜日運行の実施、②運行時間
　延長、③医療機関等への広域運行

回答 ▶①土曜日運行は、令和８年度から
　実証試験を計画。（関連記事Ｐ６）
　②運転手確保が困難であり、運行
　時間を延長する予定はない。③タ
　クシー助成券事業の結果を踏まえ
　て検討。

要望 ▶町のイベントや選挙投票日におけ
　るAIオンデマンドバス等による
　運行。

回答 ▶イベントはシャトルバスの運行で
　検討。選挙当日は、平日の期日前
　投票の利用を周知する。

要望 ▶道の駅香春の移動販売車の増台と
　増便に向けた支援。

回答 ▶道の駅の集落支援員による農業活
　性化や移動販売の効率化を進めつ
　つ、増台や増便は、事業効果を検
　証したうえで検討。

要望 ▶地区公民館活動の再生。（老人会、
　育成会など）

回答 ▶地区公民館の統廃合やコミュニテ
　ィ協議会などとの連携も視野に検
　討。公民館での活動ができるよう、
　令和８年度から空調設置費用を助
　成。（関連記事Ｐ11）

要望 ▶高齢者の生活支援として、75歳
　以上の方に町内で利用できるクー
　ポン券の配布。（誕生月の年１回）

回答 ▶実施する予定はない。

令和７年度
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３月12日（木）に香春思永館で、第５回卒業式が執り行われ、後期課程９年生の
100名が卒業しました。希望を胸に抱き、思い出の詰まった学校を旅立つ卒業生
と保護者にインタビューをしました。ご協力ありがとうございました。

新たなる未来へ新たなる未来へ

子どもに将来
　どうなってほしいですか？

保護者インタビュー

10年後の私に向けてひと言

卒業生インタビュー

◆人と上手くつきあって、
　楽しい人生を送ってほしいです。
◆お父さんのようなすてきな男性になってください。
◆父親みたいな人になってください。
◆まっとうな人間になってほしい。
◆かわいく育って。
◆子どもの夢がかなうように。
◆夢をかなえてほしい。
◆このままで、素直で。
◆自分のやりたい事に向かって、がんばってください。
◆パティシエの夢に向かってがんばって。
◆かがやく人になってもらいたい。

祝 卒業祝 卒業

●プロ野球選手、４番打ってます。   
●レストランの料理人、ミシュランとる。

●生きろ。●プロ野球選手になっている。

●自衛隊になる。

●住職、お経をちゃんと覚えてね。   
●プロ野球選手になりたい。阪神のエースになる。

●保育士になる。

●人を助ける仕事。 ●心理カウンセラー。

●幸せになりたい。 ●歯科衛生士になっていますか。

●将来の夢であるウエディングプランナーになっていますか。
●明るく、皆を笑顔にできるような、すてきな大人になってください。

●パティシエになりたい。 ●電気工事士になりたい。 
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子どもに将来
　どうなってほしいですか？

保護者インタビュー

将来の夢はなんですか？

新入生インタビュー

◆プロ野球選手

◆元気に大きく育ってね

◆人の役に立てる
　優しく思いやりのある子に育ってほしい

◆人の助けになるような大人

◆明るい元気な子

◆地元に貢献する人になってほしい

◆のびのび育ってほしい

◆自由で明るい子

●サッカー選手（２人）

●美容師

●プロ野球選手になりたい

●剣道の達人●警察官（２人）

●ドラゴンボール　ゴジータ

４月13日（月）に香春思永館で、第６回入学式が執り行われ、新入生67名が入学
しました。笑顔とともに新たな一歩を踏み出す新入生と保護者にインタビューを
しました。ご協力ありがとうございました。

夢の未来へ祝 入学 夢の未来へ祝 入学



本会議を傍聴していただきありがとうございます。皆様
からいただきました意見（要旨）を掲載するとともに、
内容は全員協議会で共有し、今後の改善に役立てます。
引き続きアンケートへのご協力をお願いします。

本会議を傍聴していただきありがとうございます。皆様
からいただきました意見（要旨）を掲載するとともに、
内容は全員協議会で共有し、今後の改善に役立てます。
引き続きアンケートへのご協力をお願いします。

傍聴者の傍聴者の 声３月定例

●年齢は？
　30代…１人　50代…１人　60代…２人
　70代…８人　80代以上…２人　　合計14人

●傍聴理由は？（複数回答可）

●傍聴回数は？
　２～４回目…４人　５回目以上…10人

傍聴者アンケート

傍聴ができない方が多いため、YouTube配信などできないでしょうか。
議会の様子は広報紙の文字だけでは町民には伝わりません。（50代・70代）

新たに設置した議会改革特別委員会で調査・研究し、議論をしてまいります。

かわらくバスの町外運行、いまだに積極的姿勢でないことは残念。（60代）
町民の皆様の生の声を聞き、引き続き、執行部と議会で議論を尽くしてまいります。

議会の質問で身近な空き家や高齢者対策が聞けてよかった。（60代）
執行部と議会が政策議論できるよう、しっかり取り組んでまいります。

香春分遣所移設の質問があったが、救急車が他町に移っても良い、又は移っても
今と全く変わらないと思う町民は一人もいないはず。（70代）

より良い香春町を共につくっていくため、これからもお気づきの点など、傍聴者ア
ンケートの協力をお願いします。

補聴器の補助制度があれば少しでも安く買えますね。
高齢者の一人暮らしの方のことも考えてほしい。（70代）

皆様からいただく貴重なご意見を大切に受け止め、これからも議論を尽くしてまい
ります。

町議会や町政に関心がある…………12件
関心がある議案が提出されている… ５ 件
議員の質問内容に関心がある………11件
議員の応援のため…………………… ４ 件
知人、友人等に誘われた…………… １ 件

町内のパトロールを通して、子どもたちを犯罪から守る活動を続け
てきた香春町子ども安全みまもり隊にインタビューを行いました。

子どもたちの笑顔を守って

　み　き　やすひろ

いのうえすすむ　　　　　さねまさじゅいち　　　　　　たかはしあき　え

くし　ま　まさつぐ

22
2026年４月

かわら町議会だより　No.107

発
行
責
任
者
／
議
長
　
小
松
　
新
一

〒
８
２
２-

１
４
９
２　
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町
大
字
高
野
９
９
４
番
地　
　

発 

行
／
香
春
町
議
会　
編 

集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会      

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
４
７
）
３
２-

８
４
１
１　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
４
７
）
３
２-

５
８
９
９

〒
８
２
２-

１
４
９
２　
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町
大
字
高
野
９
９
４
番
地　
　

発 

行
／
香
春
町
議
会　
編 

集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会      

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
４
７
）
３
２-

８
４
１
１　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
４
７
）
３
２-

５
８
９
９

発
行
責
任
者
／
議
長　

小
松　

新
一

次は６月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！次は６月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！
第２回定例議会　６月16日㈫～19日㈮開催予定第２回定例議会　６月16日㈫～19日㈮開催予定

隊員の皆さんは「子どもたちとの触れ合いが何よりのやりがい」
　と語りますが、一方で若年層の参加が難しく、メンバー不足
　　　　　が大きな課題となり、３月末をもって活動は終了し
　　　　　　ました。
　　　　　　長年にわたり献身的に活動された、三木康廣さん、
　　　　　　　井上奨さん、實政壽一さん、髙橋昭江さん、
　　　　　　　櫛間正嗣さんに、心より深く感謝申し上げます。
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